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島根原子力発電所1号機 

燃料取替装置 燃料つかみ部における変形の原因と対策について

  定格熱出力一定運転中の島根原子力発電所1号機（沸騰水型，定格電気出力

46万キロワット）において，11月17日，第27回定期検査に先立って実施していた

燃料取替装置の点検時に燃料取替装置を移動していたところ，燃料つかみ部

が燃料プールの手摺りに接触し変形する事象が発生しました。 

（平成19年11月21日発表済） 

  その後，原因調査および対策の検討を進めてまいりましたが，このたびその結

果を取りまとめましたのでお知らせします。 

 

1. 原因 

  燃料取替装置を点検のために原子炉側と燃料プール側との間を移動させ

る際には，燃料プールの手摺りを取外し，移動が終われば，安全確保のため

に，その都度取付けることになっています。 

  このようなことから，燃料取替装置を移動させる際には，その都度手摺りが

取外されているかどうかを確認する必要があります。今回，当該装置を操作

していた作業員は，手摺りの状態を確認せず作業を実施していること等を考

慮し調査を行った結果，以下が原因であるものと推定しました。 

作業者間で手摺りの取扱いに関する認識が共有されていなかったこと 

工事要領書に手摺りの確認手順が明記されていなかったこと 

作業者が装置移動の際に手摺りを含めた干渉物に関する周辺状況確認を

怠っていたこと 

 

2. 対策 

燃料取替装置の点検を行う場合，以下の対策を実施することにしました。 

(1) 工事要領書に以下のことを記載し実施します。 

a． 安全上の留意事項について，作業前ミーティングで確実に確認する

こと

b． 燃料取替装置の運転開始または再開前に手摺りの取外し，取付け

を含む周囲状況を確認する手順を追加すること

c． 専任の監視人を配置し干渉物の確認を行うこと



(2) 安全のための要求事項について再教育を実施します。

(3) 燃料プールゲート手前で燃料取替装置が，一旦，自動停止するようプロ

グラムを変更し，手摺り等の干渉物の有無について確認します。  

 

3. 変形箇所の点検結果および処置について 

  詳細点検の結果，伸縮管のガイドローラフレーム＊の一部および燃料つか

み部のシャフトに変形が確認されたことから，ガイドローラフレームについて

は，新品に取替えるとともに，シャフトについては同一仕様の2号機の燃料つ

かみ部品を取外し交換します。なお，取外す2号機の部品については新品納

入後取付けます。

   

  ＊5段の筒構造の伸縮管を円滑に動作させるためのローラーを取付けている
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島根１号機 燃料取替装置燃料つかみ部（変形部）の点検結果 
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